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【不眠症】 
不眠症の臨床的分類
精神疾患による不眠症
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「
精
神
疾
患
に
よ
る
不
眠
症
」
と
は

精
神
疾
患
に
不
眠
症
が
合
併
し
や
す
い
こ
と
は
よ
く

１

知
ら
れ
て
い
る
。
睡
眠
障
害
国
際
分
類
第
２
版
に
よ
れ

ば
、
「
精
神
疾
患
に
よ
る
不
眠
症
」
と
は
、
表
①
の
診

断
基
準
を
満
た
す
も
の
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
「
精
神
疾
患
に
よ
る
不
眠
症
」
と
は
、
単
に
精
神

疾
患
に
合
併
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
疾
患
の
臨
床

経
過
と
並
行
し
て
推
移
す
る
と
と
も
に
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
低
下
を
も
た
ら
す
よ
う
な
、
重
篤
な
慢
性
的
不
眠

症
と
い
え
る
。
本
症
の
有
病
率
は
、
人
口
の
約
３
％
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。

●
不
眠
症
の
臨
床
的
分
類
●

(144）

関
連
す
る
精
神
疾
患

本
症
に
関
連
す
る
精
神
疾
患
と
し
て
は
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
ｌ

Ⅳ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
大
部
分
の
精
神
疾
患
が
挙
げ
ら

れ
る
。
し
か
し
、
認
知
症
の
よ
う
な
器
質
性
脳
症
候
群

や
薬
物
、
物
質
に
よ
る
精
神
疾
患
な
ど
は
除
外
さ
れ
る
。

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
に
お
い
て
は
う
つ
病
や
不
安
障

害
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
こ
れ

ら
の
精
神
疾
患
に
よ
る
不
眠
症
の
臨
床
的
特
徴
と
睡
眠

ポ
リ
グ
ラ
フ
ィ
（
Ｐ
Ｓ
Ｇ
）
所
見
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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①「精神疾患による不眠症」の診断基準（文献１より）

'１２

1）患者の症状は、不眠症の基準に合致する。註醒

2）不眠症は１カ月以上持続している。

3）精神疾患は、標準的診断基準（DSM-Ⅳ）によってすでに診断されている。
4）不眠症は、時間的に精神疾患の臨床経過と並行して推移する。しかし、
基礎にある精神疾患が出現する数日または数週前に不眠症が現れること

Ｅ■~一畳－－

もある。

5）不眠症は、精神疾患で通常みられるものよりも明らかに重症である。
（本症によって著しい障害が生じたり、本症に対する特別な治療が必要
となる）

6）不眠症は、他の睡眠障害や身体疾患、神経疾患、薬物、物質によるもの
ではない。

剣』＊

丁匡

一

時間

患
者
の
８
～
９
割
で
不
眠
症
（
中
途
覚
醒
、
早
朝
覚
６

２

○

醒
、
入
眠
困
難
、
熟
眠
感
欠
如
な
ど
）
が
み
ら
れ
る
。
Ｎ

所
見
、
す
な
わ
ち
、
中
途
覚
醒
の
増
加
、
早
朝
の
覚
醒
、

徐
波
睡
眠
（
睡
眠
段
階
３
，
４
）
の
減
少
が
み
ら
れ
る

２

（
図
②
）
。
さ
ら
に
、
レ
ム
睡
眠
潜
時
の
短
縮
や
、
夜

入
眠
潜
時
の
延
長
、
お
よ
び
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
の
な
か
の

Ｐ
Ｓ
Ｇ
所
見
で
は
、
こ
れ
ら
の
自
覚
症
状
と
合
致
す
る

間
睡
眠
の
早
期
に
お
け
る
レ
ム
睡
眠
の
増
加
、
レ
ム
睡

眠
の
相
性
活
動
（
眼
球
運
動
）
の
増
加
な
ど
が
み
ら
れ

状
で
は
な
く
併
存
症
（
８
己
。
旨
＆
で
あ
る
と
考
え
ら

る
こ
と
も
あ
る
。

め
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
初
発
う
つ
病
で
は
型

れ
る
。
慢
性
不
眠
症
が
、
う
つ
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
高

す
る
患
者
は
、
有
し
な
い
患
者
と
比
較
し
て
う
つ
病
の

％
に
、
再
発
う
つ
病
で
は
弱
％
に
先
行
）
。
ま
た
、
う

３

再
発
率
が
３
～
６
倍
高
い
と
い
う
。

っ
病
が
寛
解
し
て
も
、
不
眠
症
な
ど
の
残
遣
症
状
を
有

、
う
つ
病

不
眠
症
の
臨
床
的
特
徴

う
つ
病
に
お
け
る
不
眠
症
は
、
う
つ
病
の
二
次
的
症

幻
不
安
障
害

一
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2）不眠症は１カ月以上持続している。
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再
発
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が
３
～
６
倍
高
い
と
い
う
。
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3）精神疾患は、標準的診断基準（DSM-Ⅳ）によってすでに診断されている。
4）不眠症は、時間的に精神疾患の臨床経過と並行して推移する。しかし、
基礎にある精神疾患が出現する数日または数週前に不眠症が現れること
もある。

5）不眠症は、精神疾患で通常みられるものよりも明らかに重症である。
（本症によって著しい障害が生じたり、本症に対する特別な治療が必要
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6）不眠症は、他の睡眠障害や身体疾患、神経疾患、薬物、物質によるもの
ではないｃ
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ｎ
う
つ
病
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患
者
の
８
～
９
割
で
不
眠
症
（
中
途
覚
醒
、
早
朝
覚
６

２

つ

醒
、
入
眠
困
難
、
熟
眠
感
欠
如
な
ど
）
が
み
ら
れ
る
。

Ｐ
Ｓ
Ｇ
所
見
で
は
、
こ
れ
ら
の
自
覚
症
状
と
合
致
す
る

所
見
、
す
な
わ
ち
、
中
途
覚
醒
の
増
加
、
早
朝
の
覚
醒
、

入
眠
潜
時
の
延
長
、
お
よ
び
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
の
な
か
の

徐
波
睡
眠
（
睡
眠
段
階
３
，
４
）
の
減
少
が
み
ら
れ
る

１２

（
図
②
）
。
黄
盲
ら
に
、
レ
ム
睡
眠
潜
時
の
短
縮
や
、
夜

間
睡
眠
の
早
期
に
お
け
る
レ
ム
睡
眠
の
増
加
、
レ
ム
睡

眠
の
相
性
活
動
（
眼
球
運
動
）
の
増
加
な
ど
が
み
ら
れ

２

る
こ
と
も
あ
る
。

う
つ
病
に
お
け
る
不
眠
症
は
、
う
つ
病
の
二
次
的
症

状
で
は
な
く
併
存
症
（
８
己
。
旨
＆
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
慢
性
不
眠
症
が
、
う
つ
病
の
発
症
リ
ス
ク
を
高

め
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
初
発
う
つ
病
で
は
“

３

％
に
、
再
発
う
つ
病
で
は
弱
％
に
先
行
）
。
ま
た
、
う

つ
病
が
寛
解
し
て
も
、
不
眠
症
な
ど
の
残
遣
症
状
を
有

す
る
患
者
は
、
有
し
な
い
患
者
と
比
較
し
て
う
つ
病
の
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段階４

１ ５３

っ
病
が
寛
解
し
て
も
、
不
眠
症
な
ど
の
残
遣
症
状
を
有

す
る
患
者
は
、
有
し
な
い
患
者
と
比
較
し
て
う
つ
病
の

２ 時間

３

再
発
率
が
３
～
６
倍
高
い
と
い
う
。

幻
不
安
障
害

こ
こ
で
は
、
代
表
的
な
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
外
傷
後
ス

ト
レ
ス
障
害
、
お
よ
び
全
般
性
不
安
障
害
に
つ
い
て
述

べ
る
。パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
約
１
／
３
の
患
者
が
、
日
中
の
覚

醒
時
だ
け
で
な
く
、
夜
間
睡
眠
時
に
も
パ
ニ
ッ
ク
発
作

２

を
示
す
。
パ
ニ
ソ
ク
発
作
は
、
夜
間
睡
眠
の
前
半
で
、

睡
眠
段
階
２
ま
た
は
３
か
ら
突
然
覚
醒
し
た
際
に
起
こ

り
や
す
い
。
患
者
は
パ
ニ
ッ
ク
発
作
の
直
前
に
夢
を
み

て
い
る
こ
と
は
な
く
、
パ
ニ
ッ
ク
発
作
の
症
状
を
示
し

な
が
ら
覚
醒
す
る
。
睡
眠
時
に
パ
ニ
ッ
ク
発
作
が
出
現

し
た
直
後
は
、
患
者
は
恐
怖
の
た
め
に
再
入
眠
で
き
な

ノ
、
た
サ
ブ
勾
○

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
で
は
、
心
的
外
傷
体
験
の
再

体
験
症
状
と
し
て
反
復
性
の
悪
夢
が
出
現
す
る
だ
け
で

な
く
、
持
続
的
な
覚
醒
冗
進
症
状
と
し
て
不
眠
症
（
入

４

眠
困
難
と
中
途
覚
醒
）
も
現
れ
る
。
本
症
で
は
、
Ｐ
Ｓ

Ｇ
の
非
特
異
的
所
見
と
し
て
、
総
睡
眠
時
間
の
減
少
、
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鷺
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①
胃
貝
胃
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（
い
○
ｇ
）

即
千
葉
茂
ら
恥
精
神
障
害
に
お
け
る
睡
眠
障
害
、
カ
レ
ン
ト

睡
眠
効
率
の
低
下
、
睡
眠
潜
時
の
延
長
、
お
よ
び
、
徐
に
関
与
し
て
い
る
か
は
、
未
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
坐

４

波
睡
眠
の
減
少
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
Ｐ
し
か
し
、
慢
性
不
眠
症
が
う
つ
病
の
発
症
を
促
進
す
る
６Ｏ

Ｓ
Ｇ
の
特
異
的
所
見
と
し
て
は
、
レ
ム
睡
眠
の
分
断
傾
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
６

向
、
お
よ
び
、
レ
ム
睡
眠
の
質
的
変
容
（
骨
格
筋
活
動
個
々
の
精
神
疾
患
と
不
眠
症
の
関
連
性
が
徐
々
に
解
明
ｍ

４

の
増
加
や
急
速
眼
球
運
動
の
増
加
）
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
眠
症
と
精
神
疾
患
の
治
療
理

難
、
熟
眠
感
欠
如
な
ど
の
睡
眠
障
害
が
み
ら
れ
る
こ
と
（
旭
川
医
科
大
学
医
学
部
精
神
医
学
講
座
教
授
）

が
多
い
。
本
症
の
Ｐ
Ｓ
Ｇ
所
見
と
し
て
は
、
睡
眠
効
率
文
献

お
よ
び
徐
波
睡
眠
の
減
少
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

患
者
を
診
る
際
に
は
、
そ
の
背
景
に
何
ら
か
の
精
神
疾
別
一
一
一
島
和
夫
》
う
つ
病
に
お
け
る
併
存
不
眠
の
治
療
管
理
精

神
医
学
、
叫
６
３
５
～
６
４
７
（
２
０
０
９
）

患
が
潜
在
す
る
可
能
性
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
重
要
で
の
千
葉
茂
、
藤
村
洋
大
皿
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
、
野
沢
胤

あ
る
。
も
し
精
神
疾
患
が
疑
わ
れ
る
な
ら
ば
、
精
神
疾

美
編
、
睡
眠
医
学
ア
ト
ラ
ス
ー
検
査
と
臨
床
ｌ
、
真
興
交

患
の
早
期
発
見
。
早
期
介
入
の
観
点
か
ら
、
精
神
科
専
易
医
書
出
版
部
、
東
京
、
２
０
１
２
年
（
印
刷
中
）

の
低
下
、
総
睡
眠
時
間
の
短
縮
、
中
途
覚
醒
の
増
加
、

門
医
へ
の
紹
介
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

全
般
性
不
安
障
害
で
は
、
入
眠
困
難
、
睡
眠
維
持
困
が
と
も
に
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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症
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す
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に
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う
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